
 

 

平成２４年度学芸員資格認定試験問題 
 
 

博物館情報・メディア論 
 

 

（解答はすべて解答用紙に記入し、この問題用紙に記入しないこと） 

 

 

１．ICT の活用により、博物館のアクセシビリティが向上することが期待される。どのよう

な向上が期待されるか、また実践上の問題点は何かについて、次の３つの言葉を用いて

論じなさい。（２０点） 

【アクセス  アウトリーチ   障害者】 

 

 

２．メディアとしての博物館について、博物館としてのメディアの利用に触れながら、

次の３つの言葉を用いて論じなさい。（２０点） 

【実物  利用者  社会的要請】 
 

 

３．次の文章の（  ）に最も適する語句を下の選択肢より選びなさい。（各５点） 

 
（１）（  ）と呼ばれる小型デジタル録音機は、長時間録音が可能な上、ステレオマイク 

一体型で携行性に優れている。機種によっては再生機能もあり、PC に録音した音声を

取り込み編集しやすい、などの利点がある。 
 

① カセットテープレコーダー 
② DAT レコーダー 
③ IC レコーダー 
④ 音声レシーバー 
⑤ ブルーレイプレーヤー   

 

（２）（  ）において、学校等の教育機関の先生（教育を担任する者）および児童生徒（授 
業を受ける者）が「授業の過程」で著作物を使用する場合、その複製や遠隔地での授

業への公衆送信ができることが定められている。 
 

① 著作権法 
② 放送法 
③ 電波法 
④ 学校教育法 
⑤ 学習指導要領 



（３）博物館資料の内容を記したデータベースは、電子的に複製を作り離れた場所に保管

するとともに、長期保存に実績のある（  ）ベースの技術を用いて保管することが

望ましい。 

 

①合成高分子   

②紙   

③金属   

④セラミックス   

⑤半導体 

 

（４）DVI、 D 端子、 HDMI は、（  ）を接続するための通信インタフェースの規格であ

る。 

 

①ハードディスク   

②プリンタ   

③FAX   

④映像機器   

⑤WAN 

 

 

４．次の用語の中から４つ選択し、その番号を記し簡潔に説明してください。（各１０点） 

（５つ以上を解答した場合は無効とする。） 

 
（１）学校放送 

（２）デジタル教科書 

（３）デジタルデバイド 

（４）スマートフォン 

（５）HDTV 

（６）銀塩写真 

  


